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新規忌避剤アセチル化グリセリドによるトマト黄化葉巻病の防除効果

は　じ　め　に

トマト栽培では受粉にマルハナバチ類を使用するた
め，これを利用している間はマルハナバチ類に影響の少
ない殺虫剤しか使用できない。マルハナバチ類の導入に
伴い 1990年代頃から微小害虫に対して天敵の利用を中
心とした総合防除体系が普及し，オンシツコナジラミ，
ハモグリバエ類を対象にオンシツツヤコバチ，ハモグリ
ミドリヒメコバチ等が生物農薬として市販され使用され
るようになった。しかし，タバココナジラミMEAM1

（バイオタイプ B）が 1980年代に，これが媒介するトマ
ト黄化葉巻ウイルス（以下，TYLCV）を原因とするト
マト黄化葉巻病が 1990年代に侵入すると防除体系は物
理的防除法と殺虫剤を中心としたものに変化した。トマ
ト黄化葉巻病に感染すると感染部位以降の着果が見られ
ず，大きな減収となることや，タバココナジラミのトマ
ト黄化葉巻病に対する媒介能力は高く，トマト黄化葉巻
ウイルスを保毒したタバココナジラミが栽培施設内に極
少数残存しても本ウイルス病がまん延する危険性がある
（図―1，2）こと，また，コナジラミ類の天敵として普及
していたオンシツツヤコバチがタバココナジラミに対し
てオンシツコナジラミほどの密度抑制効果を示さなかっ
たことも防除体系の変化の要因と考えられる。ネオニコ
チノイド剤を中心とした防除体系が普及したが，ネオニ
コチノイド剤をはじめ多くの殺虫剤に対して抵抗性が発
達したタバココナジラミMED（バイオタイプ Q）が海
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図－1　タバココナジラミ バイオタイプ Q 雌成虫

図－2　トマト黄化葉巻病感染トマト
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